
資格賃 金

暫定加 算

成果手 当

職責手 当

成果加 算

現行成果 手当

職責 手当移行分

新資格賃 金

新成果加 算

年齢 賃金移行分

年齢賃金 1 1 9 ,3 1 0

4 ,0 0 0

1 9 ,0 0 0

0

9 0 ,8 8 0

5 9 ,6 6 0

3 6 ,8 5 0

2 2 ,8 0 0

1 5 8 ,8 6 0

4 ,0 0 0

1 9 ,0 0 0

5 9 ,6 6 0

9 0 ,8 8 0

3 6 ,8 5 0

2 2 ,8 0 0

1 5 8 ,8 6 0
1 8 1 ,6 6 0

0

地域加 算 2 6 ,0 0 0 2 6 ,0 0 0 地域加算

暫定調 整 暫定調整3 8 ,1 9 0 3 8 ,1 9 0

扶養手 当 1 8 ,7 0 0 1 8 ,7 0 0 扶養手当

計 4 7 4 ,9 4 0 4 7 4 ,9 4 0 計

現
行
基
準
内
賃
金

新
基
準
内
賃
金

昇 格前 後 の資 格 等級 Ａ評 価 の場 合 Ｃ評価 の 場合

一 般資 格 ２級 　→ 　一 般 資格 １級 ２年 ５年
一 般資 格 ３級 　→ 　一 般 資格 ２級 ２年 ６年

一 般資 格 ４級 　→ 　一 般 資格 ３級 ２年 ６年 (注 ）
一 般資 格 ５級 　→ 　一 般 資格 ４級 短大 ・高 専卒 　１年 、高卒 　３年

（注 ）大 卒 の 者は 、一般 資 格 ４級 か ら ３級 へ の昇 格 におけ る
　　 　 Ｃ評価 の 場合 の 標準 的 年 数に ついて ５年 と す る 。

評 価 期間が通期 で 「業 績 」と 「行 動 」を対 象とす る総

合 評価 を反映す る手当 か ら、半 期毎の 業績評価 を
反 映す る手当へ見直 す

現 行 現 行

資格賃 金

暫定加 算

成果手 当

職責手 当

成果加 算

現行成果 手当

職責 手当移行分

新資格賃 金

新成果加 算

年齢 賃金移行分

年齢賃金 1 1 9 ,3 1 0

4 ,0 0 0

1 9 ,0 0 0

0

9 0 ,8 8 0

5 9 ,6 6 0

3 6 ,8 5 0

2 2 ,8 0 0

1 5 8 ,8 6 0

4 ,0 0 0

1 9 ,0 0 0

5 9 ,6 6 0

9 0 ,8 8 0

3 6 ,8 5 0

2 2 ,8 0 0

1 5 8 ,8 6 0
1 8 1 ,6 6 0

0

地域加 算 2 6 ,0 0 0 2 6 ,0 0 0 地域加算

暫定調 整 暫定調整3 8 ,1 9 0 3 8 ,1 9 0

扶養手 当 1 8 ,7 0 0 1 8 ,7 0 0 扶養手当

計 4 7 4 ,9 4 0 4 7 4 ,9 4 0 計

現
行
基
準
内
賃
金

新
基
準
内
賃
金

昇 格前 後 の資 格 等級 Ａ評 価 の場 合 Ｃ評価 の 場合

一 般資 格 ２級 　→ 　一 般 資格 １級 ２年 ５年
一 般資 格 ３級 　→ 　一 般 資格 ２級 ２年 ６年

一 般資 格 ４級 　→ 　一 般 資格 ３級 ２年 ６年 (注 ）
一 般資 格 ５級 　→ 　一 般 資格 ４級 短大 ・高 専卒 　１年 、高卒 　３年

（注 ）大 卒 の 者は 、一般 資 格 ４級 か ら ３級 へ の昇 格 におけ る
　　 　 Ｃ評価 の 場合 の 標準 的 年 数に ついて ５年 と す る 。

現 行 現 行

資格賃 金

暫定加 算

成果手 当

職責手 当

成果加 算

現行成果 手当

職責 手当移行分

新資格賃 金

新成果加 算

年齢 賃金移行分

年齢賃金 1 1 9 ,3 1 0

4 ,0 0 0

1 9 ,0 0 0

0

9 0 ,8 8 0

3 7 ,3 0 0

5 9 ,2 1 0

2 2 ,8 0 0

1 5 8 ,8 6 0

4 ,0 0 0

1 9 ,0 0 0

9 0 ,8 8 0

5 9 ,2 1 0

2 2 ,8 0 0

1 5 8 ,8 6 0

1 5 0 ,0 9 0

1 8 1 ,6 6 0

0

6 0 ,3 0 0

地域加 算 2 6 ,0 0 0 2 6 ,0 0 0 地域加算

暫定調 整 暫定調整3 8 ,1 9 0 3 8 ,1 9 0

扶養手 当 1 8 ,7 0 0 1 8 ,7 0 0 扶養手当

計 4 7 4 ,9 4 0 4 7 4 ,9 4 0 計

切
替
成
果
手
当
額

現
行
基
準
内
賃
金

新
基
準
内
賃
金

昇 格前 後 の資 格 等級 Ａ評 価 の場 合 Ｃ評価 の 場合

一 般資 格 ２級 　→ 　一 般 資格 １級 ２年 ５年
一 般資 格 ３級 　→ 　一 般 資格 ２級 ２年 ６年

一 般資 格 ４級 　→ 　一 般 資格 ３級 ２年 ６年 (注 ）
一 般資 格 ５級 　→ 　一 般 資格 ４級 短大 ・高 専卒 　１年 、高卒 　３年

（注 ）大 卒 の 者は 、一般 資 格 ４級 か ら ３級 へ の昇 格 におけ る
　　 　 Ｃ評価 の 場合 の 標準 的 年 数に ついて ５年 と す る 。

現 行 移 行 時

数値は 、東京 在勤 ・一般職 １級 ・５８歳 の

方の場合 です 。

3 7 ,3 0 0

評価

レンジ

A 212 ,7 6 0

B 1 76 ,4 6 0

ノー マ ル 146 ,1 6 0

上 限 額

※一般資 格 ５級 か ら３級 までの 等級に おけ る D評 価
　　の 成果加算 反映標準 額につい ては降 給 しな い 。

B C DA

そ の 後

■「成果・業績重視の処遇体系の見直し」でどうなるか

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
内
容
を
図

に
し
ま
し
た
。

①
年
齢
賃
金
を
廃
止
、

②
扶
養
手
当
を
見
直
し
、
基

準
外
賃
金
と
す
る
。

③
資
格
賃
金
は
、
一
般
資
格

５
級
か
ら
最
長
22
年
で
一
般

資
格
１
級
に
昇
格
し
ま
す
が
、

改
悪
案
で
は
、
最
長
在
職
年

数
を
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

④
成
果
加
算
は
プ
レ
ミ
ア
ム

レ
ン
ジ
と
し
て
Ａ
レ
ン
ジ
、

Ｂ
レ
ン
ジ
を
設
け
る
。
Ａ
レ

ン
ジ
で
は
Ｃ
・
Ｄ
評
価
者
は

減
額
、
Ｂ
レ
ン
ジ
、
ノ
ー
マ

ル
レ
ン
ジ
で
は
Ｄ
評
価
で
減

額
＝
「
降
給
」
と
な
り
ま
す
。

⑤
成
果
手
当
は

業
績
・
行

動
を
対
象
に
し
た
総
合
評
価

を
反
映
し
て
い
ま
す
が
、
半

期
毎
の
業
績
評
価
を
反
映
す

る
手
当
へ
と
見
直
す
と
い
う

の
で
す
。
半
期
毎
に
手
当
が

ゼ
ロ
ク
リ
ア
さ
れ
ま
す
。

⑥
「
基
準
内
賃
金
」
は
、
資

格
賃
金
、
成
果
加
算
、
そ
し

て
地
域
加
算
の
み
と
な
り
、

ボ
ー
ナ
ス
は
大
幅
に
減
額
と

な
り
ま
す
。

一
般
職
１
級
58
歳
で
、
基

準
内
賃
金
は
、
約
５
万
６
千

円
の
減
額
と
な
り
ま
す
か
ら
、

こ
れ
を
年
間
臨
給
４
・
４
カ

月
（
Ｃ
評
価
）
と
す
る
と
、

こ
れ
だ
け
で
約
18
万
円
の
減

額
で
す
。
成
果
業
績
主
義
賃

金
制
度
の
反
対
の
声
を
大
き

く
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
労
働
組
合
と
は
何
を
す
る
も

の
な
の
？
」
こ
う
聞
か
れ
る
と

即
答
で
き
る
人
は
少
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
私
が
以
前
あ
る

組
合
を
抜
け
た
い
と
思
っ
た
と

き
に
考
え
た
こ
と
で
す
。

組
合
が
リ
ス
ト
ラ
に
賛

成
し
、
転
勤
。
仕
事
は

全
く
異
種
な
も
の
と
な

り
、
長
時
間
通
勤
は
当

た
り
前
の
よ
う
に
す
る
は
め
に

な

っ

た

。

組

合

役

員

に

も

う

少

し

近

い

職

場
を
と
申
し
出
た
が
「
会
社
の

人
事
だ
か
ら
」
と
全
く
聞
く
耳

を
持
た
な
い
。
一
瞬
「
組
合
費

は
払
っ
て
い
た
っ
け
！
」
と
思
っ

た
ほ
ど
私
に
は
関
係
な
い
と
で

も
い
う
よ
う
な
対
応
だ
っ
た
。

あ
る
時
、
パ
ソ
コ
ン
で
「
労

働
組
合
」
を
検
索
し
て
み
た
。

そ
の
中
に
労
働
組
合
法
と
い
う

の
が
目
に
付
い
た
。
読
ん
で
み

る
と
労
働
組
合
と
は
、
「
労
働

者
が
主
体
と
な
つ
て
自
主
的
に

労
働
条
件
の
維
持
改
善
そ
の
他

経
済
的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
組
織

す
る
団
体
又
は
そ
の
連
合

団
体
を
い
う
」
労
働
者
が

主
体
、
組
合
員
が
主
。
労

働
条
件
の
維
持
改
善
等
を

主
た
る
目
的
と
し
た
組
織
。

余
り
に
も
現
実
離
れ
し
て
い
る

よ
う
に
思
っ
た
。
現
実
の
労
働

組
合
と
法
律
の
労
働
組
合
、
ど

ち
ら
が
正
常
な
組
合
な
の
か
、

考
え
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

１人の首切りも許さない！

東日本ＮＴＴ関連合同労働組合千葉支部
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更
な
る
、
成
果
主
義
賃
金
の
導
入

賃
下
げ
と
評
価
で
は
な
く

安
心
し
て
生
活
で
き
る
賃
金
を

労
働
組
合
と
は

鎌
ヶ
谷
セ
ン
タ

平
井

英
司

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
及
び
各
Ｏ
Ｓ
会
社
は
「
成
果
主
義
重
視
の
処

遇
体
系
の
見
直
し
の
現
時
点
の
考
え
方
」
を
提
案
（
９
月
）
し

て
き
ま
し
た
。

提
案
に
よ
れ
ば
基
準
内
賃
金
の
枠
が
狭
く
な
り
、
ボ
ー
ナ
ス

の
大
幅
減
は
必
至
で
す
。
移
行
後
は
、
賃
金
す
べ
て
が
「
評
価
」

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「見直し」提案
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Ｎ
関
労
協
議
会
第
五
回
定

期
大
会
は
１
０
月
１
日
、
東

京
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。

「
５
０
歳
退
職
・
再
雇
用
」

制
度
反
対
、
成
果
主
義
賃
金

反
対
、
企
業
年
金
改
悪
反
対

０
６
春
闘
、
生
活
と
職
場
を

守
る
闘
い
、
平
和
憲
法
を
守

る
闘
い
の
方
針
を
確
認
し
ま

し
た
。

討
論
の
中
の
い
く
つ
か
を

紹
介
し
ま
す
。

多
摩
セ
ン
タ
へ
３
時
間
通

勤
を
し
て
い
ま
す
。
団
体
交

渉
で
会
社
は
、
「
健
康
の
こ

と
、
家
庭
の
こ
と
言
う
な
ら
、

寮
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
言
う
。

単
身
赴
任
も
考
え
た
が
妻
か

ら
「
あ
ん
た
は
無
呼
吸
症
が

あ
り
、
死
ん
で
し
ま
う
よ
」

と
言
わ
れ
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
暗
い
う
ち
に
出

て
た
え
ら
る
の
か
心
配
で
す
。

営
業
活
動
は
、
１
時
間
電
車

に
乗
っ
て
営
業
目
的
地
に
行

き
ま
す
。
１
日
８
時
間
以
上

電
車
に
乗
っ
て
疲
れ
も
た
ま

り
ま
す
が
、
１
日
で
も
早
く

近
く
に
帰
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

Ｏ
Ｓ
会
社
の
職
場
は
、
西

日
本
の
社
長
が
「
社
員
ゼ
ロ

化
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

東
日
本
も
社
員
の
後
補
充
は

無
く
、
派
遣
社
員
、
パ
ー
ト

の
人
が
い
な
い
と
仕
事
が
回

ら
な
い
状
況
で
す
。
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
で
忙
し
く
、
３
連
休
も
出

勤
し
、
年
間
残
業
時
間
が
３

６
０
時
間
も
働
か
さ
れ
、
体

も
む
し
ば
ま
れ
、
「
心
臓
病

で
６
っ
箇
所
も
つ
ま
っ
て
い

る
」
、
勤
務
軽
減
者
は
３
人

も
い
る
。
高
血
圧
、
糖
尿
病

と
健
康
の
問
題
を
抱
え
な
が

ら
働
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
場
集
約
に
よ
り

銚
子
か
ら
１
車
両
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
人
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
遠

距
離
通
勤
者
は
増
え
て
い
ま

す
。下

請
け
の
通
建
会
社
は
７
時

〜
22
時
ま
で
の
労
働
を
さ
せ

ら
退
め
て
い
く
状
況
で
す
。

派
遣
社
員
や
パ
ー
ト
、
下

請
け
の
人
の
労
働
条
件
改
善

の
闘
い
も
必
要
で
す
。

広
島
支
部
の
結
成
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
徳
島
で
は
売

り
上
げ
の
多
い
人
が
Ｄ
評
価
、

少
な
い
い
人
が
Ｃ
評
価
と

「
成
果
・
業
績
主
義
賃
金
」

の
評
価
は
恣
意
的
に
や
ら
れ

て
い
る
。
兵
庫
で
は
有
ス
キ

ル
者
が
「
賃
金
30
％
下
が
っ

て
、
た
ま
ら
ん
」
と
60
歳
を

ま
た
ず
し
て
辞
め
て
い
ま
す
。

大
会
は
Ｎ
関
労
の
組
織
拡

大
し
、
あ
ら
ゆ
る
職
場
に
Ｎ

関
労
の
組
織
を
確
立
し
、
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
作
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
役
員

議
長島

本
保
徳

（
Ｎ
関
労
西
）

事
務
局
長

平
野
良
成

（
千
葉
支
部
）

い
っ
ぷ
く

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
が
あ
り

ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
閲
覧
、
メ
ー

ル
の
や
り
と
り
な
ど
が
主
で

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
行
う
将
棋
、
囲
碁
の
サ

イ
ト
も
あ
り
、
プ
ロ
棋
士
も

参
加
し
て
い
る
と
言
う
話
も

聞
き
ま
す
。
匿
名
性
が
あ
り
、

お
互
い
が
見
え
な
い
こ
と
も

あ
り
、
相
手
が
ど
ん
な
姿
、

格
好
か
は
一
切
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
盤
上
を
通
し

て
意
思
は
伝
わ
り
ま
す
。
有

料
、
無
料
の
サ
イ
ト
も
あ
り

結
構
楽
し
め
ま
す
。

将
棋
で
は
、
十
級
か
ら
始

め
三
級
ま
で
上
り
ま
し
た
が
、

連
敗
続
き
で
八
級
ま
で
落
ち

ま
し
た
。
ま
た
、
囲
碁
、
将

棋
の
二
面
指
し
も
で
き
ま
す

が
、
頭
が
疲
れ
ま
す
。
思
考

回
路
が
別
み
た
い
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
便
利

性
ば
か
り
強
調
す
る
と
と
ん

で
も
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

危
険
性
も
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ウ
ィ
ル
ス
、
ス
パ
イ

ウ
ェ
ア
の
怖
さ
も
侮
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
装
備
（
ル
ー

タ
で
ポ
ー
ト
を
塞
ぐ
、
ア
ン

チ
ウ
ィ
ル
ス
、
ア
ン
チ
ス
パ

イ
ウ
ェ
ア
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー

ル
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

埼
玉
（
志
木
）
セ
ン
タ

７
月
１
日
に
千
葉
県
か
ら
埼
玉
県
へ
転

勤
に
な
っ
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ
千
葉
か
ら

の
転
出
は
、
複
雑
な
心
境
で
し
た
。

転
勤
先
は
、
今
年
４
月
に
満
了
型
選

択
者
を
収
容
す
べ
く
発
足
し
た
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
事
業
本
部
の
埼
玉
セ
ン
タ

（
志
木
市
）
で
す
。

大
部
分
の
方
が
４
月
に
転
勤
に
な
っ

た
訳
で
す
か
ら
７
月
の
転
勤
は
懐
疑

だ
っ
た
。
３
週
間
の
研
修
が
あ
り
、

７
月
下
旬
か
ら
セ
ン
タ
へ
出
社
し
、

猛
暑
の
中
、
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の
販
売
に

従
事
し
て
い
ま
す
。
千
葉
の
皆
様
お

世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
埼

玉
で
も
働
き
や
す
い
職
場
を
作
り
に
頑
張

り
ま
す
（
内
田
）

千
葉
セ
ン
タ
に
配
転
さ
せ
ら
れ
て
半

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
車
も
与
え
ら
れ
ず
、

電
車
と
バ
ス
、
そ
し
て
徒
歩
で
営
業
活
動

を
す
る
こ
と
は
初
め
て
、
夏
の
暑
さ
は
本

当
に
厳
し
か
っ
た
で
す
。
１
０
分
も
歩
く

と
下
着
が
汗
で
ビ
ッ
シ
ョ
リ
に
な
り
仕
事

ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
た
。

や
っ
と
涼
し
く
な
り
外
に
出
る
の
も
楽

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
で
は
自
分
の

グ
ル
ー
プ
は
５
人
で
す
。
ま
と
ま
っ
て
行

動
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
営
業
活
動

は
バ
ラ
バ
ラ
で
行
い
ま
す
が
。
昼
食
は
全

員
で
集
ま
っ
て
と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
色
々
話
し
合
い
少
し
で
も
職
場

を
改
善
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
（
Ｏ
）

Ｎ
関
労
協
議
会
第
５
回
定
期
大
会

健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を

職場だより

Ｎ
関
労
に
あ
な
た
も
入
り
ま
せ
ん
か

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
の
仲
間
の
皆
さ

ん
！

Ｎ
関
労
は
生
活
と
雇
用
、
働
く
も
の
の
権

利
を
守
り
、
楽
し
く
働
け
る
職
場
を
め
ざ

し
て
が
ん
ば
る
労
働
組
合
で
す
。
あ
な
た

の
加
入
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

遠
距
離
通
勤
に
も
負
け
ず
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Ｏ
Ｓ
会
社
の
職
場
か
ら

西
日
本
の
職
場
か
ら


